
　１１月１９日～２２日の４日間、児童会サミット・幼保小中一貫教育プロジェクト
活動の一環で町内の幼稚園、保育園、小学校、中学校で「一斉あいさつ運動」
を行いました。阿久比中学校では生活委員会の委員やＰＴＡが学校周辺や正
門に立ち、登校する生徒に明るくあいさつを交わしました。 

No. 947

笑顔であいさつ 
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主な内容 

秋の叙勲受章者 

まちの話題 

あぐいぶらり旅 

新年の始まりは書き初めで 

ページ 

　町内から２人の方が秋の叙勲
を受章。喜びの声を紹介。 

　第３０回産業まつり、消防団実戦訓練、
保育園児のミカン狩りの話題を紹介。 

　ふれあいハイクに参加。 
“寿命の神様”多賀神社の前で…。 

　書き初め大会の参加者募集。新しい
年の初めに書き初めはいかがでしょう。 

□ １６ 

□ １２ 

□ 8

□ 2

広
報
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　「最初の赴任先半田警察署で、３カ月間伊勢湾台風の被害に遭われた
方の救助や捜査活動に当たりました。右も左も分からない新米でした
ので大変でした。警察官としての度胸が付きましたかね」と警察官時
代の思い出を懐かしむ折戸さん。
　昭和３３年１０月愛知県警察に入り、平成４年３月名古屋西警察署副署
長を最後に退職し、平成４年５月から平成１３年５月まで愛知県交通安
全協会交通安全講習所に勤務。警察官を３３年６カ月、交通安全協会に
９年の通算４２年６カ月間愛知県民のために尽力されました。
　折戸さんは「周りの多くの方に支えられてきたおかげで、栄えある
叙勲を受けることができました。皆さんに感謝の気持ちでいっぱいで
す」と受章の喜びを話してくれました。
　「コンピュータソフトを相手に囲碁を打つのが日課です。勝率は５割
くらいです。在職中は家を空けることが多く、妻や子どもたちに迷惑
を掛けました。今は孫たちといっしょに家族旅行に出掛けることが一
番の楽しみです」。真剣な表情で話す折戸さんの横で、うれしそうな
表情を浮かべる奥さんの顔が印象的でした。

　小学校５年生のとき、保育園の先生と子どもたちが楽しそうに遊ぶ
光景に遭遇。子どもの「笑顔」と「目の輝き」に心を打たれたのが保
育士になるきっかけで、昭和３９年４月から阿久比町英保育園に保育士
として勤務。以来平成１８年３月宮津保育園長を最後に退職されるまで
の ４２ 年間、保育士一筋で子どもたちのために尽力されました。
　「最初に担任をした子どもたちは来年で５０歳になり、親子二代お世話
もでき感無量です。一人の力だけでは、保育士という仕事を長く続け
ることはできませんでした。出会った多くの子どもたち、職場でお世
話になった皆さん、私を支えてくれた両親や家族に感謝の気持ちで叙
勲をいただきました」と話す松本さん。
　退職後は“私流の出前保育”で、いろいろな場所に人形の「あっ
ちゃん」と出掛け、ボランティアで腹話術やハーモニカ、手品などを
することが今一番充実した時間だそうです。「子どもたちの笑顔からた
くさんの幸せをもらいました。これからも子どもやお年寄りの方に笑
顔が届けられたらと思います」と松本さんは目を輝かせていました。

　秋の叙勲を阿久比町在住の二人の方が受章しました。 
　瑞宝双光章を折戸進さん（白沢）、瑞宝単光章を松本美枝子さん（阿久
比団地）がそれぞれ受章し、二人に受章の喜びの声を聞きました。 

おり と すすむ まつ もと み え こ 
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不
妊
検
査
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

夫
婦
へ
経
済
的
な
援
助
を
行
う
た
め
に
、

不
妊
治
療
な
ど
に
掛
か
る
経
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

　

阿
久
比
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
す
で
に

婚
姻
の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
婚
姻
関

係
に
あ
る
夫
婦
。

◇
補
助
内
容
な
ど

◇
申
請
手
続

◎　

不
妊
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
医

師
の
証
明

◎　

医
療
機
関
で
不
妊
検
査
・
治
療
を
受

け
る
ご
と
に
、
本
人
負
担
額
の
記
入
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
院
外
処
方
の
場
合

は
薬
局
で
本
人
負
担
額
の
記
入
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

◎　

治
療
費
の
領
収
書
を
保
管
し
、
申
請

時
に
保
険
課
医
療
年
金
係
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◎　

助
成
金
の
申
請
は
年
度
（
三
月
か
ら

翌
年
二
月
ま
で
の
検
査
・
治
療
分
）
に

一
回
で
、
そ
の
年
度
の
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

検
査
・
治
療
を
終
了
し
継
続
す
る
予
定

の
な
い
場
合
は
、
随
時
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

◎　

申
請
者
は
、
夫
婦
の
う
ち
い
ず
れ
か

一
方
で
ま
と
め
て
保
険
課
医
療
年
金
係

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
助
成
金
の
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①　

阿
久
比
町
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②　

阿
久
比
町
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
受
診
等
証
明
書
（
様
式
第
２
号
）

③　

領
収
書
（
原
本
）

④　

健
康
保
険
証

⑤　

印
鑑

⑥　

申
請
者
本
人
の
口
座
確
認
が
で
き
る

も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）

※　

改
正
前
の
助
成
は
従
前
の
方
法
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
課
医
療
年
金
係

　

�
（
４
８
）
１
１
１
１
（
内
２
５
７
）

不妊検査または不妊治療を
受けている夫婦

対 象 者

不妊検査・治療・人工授精（保
険診療の範囲内＋人工受精）

助 成 対 象

２年（継続して年度に１回
申請）まで

助 成 期 間

産科、婦人科、産婦人科、
泌尿器科、皮膚泌尿器科

実施医療機関

無し所 得 制 限
本人負担額の２分の１で
５０,０００円を限度（年度１回）

助 成 金 額

　

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
に
加
え
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
入
院
医
療

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
の
内
容

①　

小
学
校
就
学
前
（
六
歳
に
達
す
る
年

度
の
末
日
ま
で
）
の
乳
幼
児

　
　
　
　
　
　

�

　
　

保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
分
の
医

療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

②　

小
学
校
入
学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
・
生
徒

　
　
　
　
　
　

�

　
　

入
院
に
よ
る
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分
を
申
請
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

※　

高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
金
の
支
給

が
あ
る
場
合
は
、
助
成
か
ら
除
外
し
ま

す
。

※　

入
院
時
の
食
事
代
や
容
器
代
な
ど
の

保
険
診
療
の
利
か
な
い
も
の
は
、
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
を
受
け
る
に
は

①　

小
学
校
就
学
前
（
六
歳
に
達
す
る
年

度
の
末
日
ま
で
）
の
乳
幼
児

　
　
　
　
　
　

�

　
　

事
前
に「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
保
険

課
医
療
年
金
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

②　

小
学
校
入
学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
・
生
徒

　
　
　
　
　
　

�

　
　

次
の
も
の
を
持
参
し
、
保
険
課
医
療

年
金
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
中
学
生
医
療
費
助
成
申
請
書
（
保
険

課
医
療
年
金
窓
口
で
配
布
）

・
健
康
保
険
証
（
対
象
児
童
・
生
徒
が　

加
入
済
み
で
あ
る
こ
と
）

・
印
鑑

・
医
療
費
の
領
収
書
（
対
象
者
の
氏
名
、

入
院
期
間
、
保
険
診
療
点
数
、
医
療
機

関
名
が
明
記
し
て
あ
る
も
の
）

・
保
護
者
名
義
の
口
座
番
号
な
ど
が
分
か

る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）

医
療
費
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
る
も
の

（
小
学
校
就
学
前
ま
で
）

①　

県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

②　

治
療
材
料
（
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
）
を

作
成
し
た
場
合

◇
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
課
医
療
年
金
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
５
７
）

中学校卒業まで 
  入院医療費を助成 
中学校卒業まで 
  入院医療費を助成 
中学校卒業まで 
  入院医療費を助成 

町
で
は
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
平
成
十
八
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
九
月
か
ら
助
成
内
容
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（平成１９年９月１日改正）
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

－
－

ア
ド
バ
イ
ス
の
際
に
工
夫
し
て
い
る

点
は
。

　

一
方
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
か
ら
質
問
を
し
て
相
手
の
思
い

を
聴
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
も
活
用
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
努
め

て
い
ま
す
。

－
－

今
後
、
健
康
づ
く
り
で
よ
り
力
を
入

れ
た
い
点
は
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
教
育
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
充
実
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
長
時
間
労
働
者
へ
の
保

健
指
導
の
充
実
な
ど
、
病
気
の
予
防
と
早

�
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
の
実
践
�

�

�

�

�

������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　

今
年
六
月
に
募
集
し
た
「
野
菜
を
た
べ

よ
う
！
わ
が
家
の
健
康
レ
シ
ピ
」
の
各
賞

の
表
彰
式
が
、
十
一
月
四
日
健
康
ま
つ
り

会
場
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
会
場
で
は
、
各
受
賞
作
品
が
展

示
さ
れ
、一
般
部
門
最
優
秀
賞
作
品
の「
和

風
酢
ぶ
た
」
を
来
場
者
に
試
食
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
の
推
進
に
か
か
わ
っ
て
い
る
株
式
会

２１社
デ
ン
ソ
ー
阿
久
比
製
作
所
健
康
管
理
部

看
護
室
の
青
木
真
弓
さ
ん
と
西
尾
美
紀
子

さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

－
－

社
員
の
方
に
対
す
る
健
康
管
理
・
健
康

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

健
康
診
断
を
社
員
全
員
に
対
し
て
実
施

し
、
異
常
が
見
つ
か
っ
た
方
に
は
、
す
ぐ

に
医
師
へ
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

　

肥
満
や
高
脂
血
症
な
ど
の
方
に
対
し
て

生
活
習
慣
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

病
気
の
発
症
や
悪
化
を
防
ぐ
予
防
活
動
に

期
発
見
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

－
－

ご
自
身
で
も
何
か
健
康
づ
く
り
は
し

て
い
ま
す
か
。

　

会
社
の
ヨ
ー
ガ
教
室
や
、
ス
マ
イ
ル

ウ
ォ
ー
ク
活
動
（
万
歩
計
を
活
用
し
た
三

カ
月
の
自
主
活
動
）
な
ど
の
事
業
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ガ
教
室
は
、
行
く
た
び
に
参
加
者

が
増
え
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

－
－

「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ

い　

」
推
進
の
た
め
の
意
見
交
換
会
に
参

２１
加
し
て
ど
う
で
し
た
か
。

　

い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
あ
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
が
「
健
康
づ
く
り
」
の
た
め
に

一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

　

二
人
の
話
を
聞
き
、
地
域
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
中
で
も
健
康
づ
く

り
・
健
康
管
理
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

仕
事
が
忙
し
い
中
、
笑
顔
で
取
材
に
応

じ
て
く
れ
ま
し
た
。
二
人
と
も
健
康
に
対

す
る
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
ち
、
前

向
き
な
気
持
ち
で
社
員
の
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

左から濱嶋芳子さん、新美龍位君、松井勇輝君、
竹内比菜さん、永田悠太君、鈴村充世さん

青木真弓さん

西尾美紀子さん

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめででででででででででででででででででででととととととととととととととととととととううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすおめでとうございます
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 ⑥ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会では、６歳から１５歳までのそれぞれの年齢の目
指す姿の設定とその姿を実現するための家庭、園・学校からの働きかけを「家庭、園
・学校がともに育ち合うための手引き」としてまとめました。 
　１１月２日に行った実践発表会も提案した中から今回は、小学４年生（１０歳）の部
分を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

生活習慣　基本的生活習慣や集団でのルールやマナーを確実に身につけている児童
□進んであいさつや返事、ありがとう、ごめんなさいなど適宜使う。
□自分の考えや気持ちを伝える。
□時間を守る。
□自分の仕事にしっかり取り組む。
□集団生活のルールやマナーを守る。

学習習慣　積極的に学習に取り組む児童

　　　　　　　　　　　□図書や辞書を活用して学習する。
　　　　　　　　　　　□相手に分かりやすく話したり、書いたりする。

食　育　自分の体の様子や食事の偏りに気づき、望ましい食事をしようとする児童
□一日３食食べることが健康や成長に結びつくことが分かる。
□おやつの食べ過ぎに気を付ける。
□食事作りや準備の手伝いを楽しむ。
□相手を考えた食事のマナーが身に付いている。
□食品の働きによる３つのグループが分かる。

□あらゆる機会に、さまざまな方法で励ましながら誰
にでも進んであいさつができるようにさせる。
□「話す・聞く」活動を充実させる。
□学校日課時間やチャイムの合図を守って行動させる。
□当番活動や係活動に責任をもたせる。
□集団遊び、グループ活動、話し合い活動を充実させ、
経験の積み重ねをさせる。
□調べ学習、問題解決学習な
どの支援をする。
□表現活動の場を多く設定す
る。
□自分の食生活に関心をもた
せる。
□おやつの上手な食べ方について理解させる。
□自分でできる手伝いについて話し合い、関心をもた
せる。
□会食の場にふさわしい楽しい話
題を選んで食事をするように心
がけさせる。
□給食の献立から３つのグループに
分けることができるようにする。

□家庭や地域の中で親が適切なあいさつを行い、手本
を示す。

□子どもの話をよく聞き、誠実に答える。
□子どものきまりよい生活リズムを整え、家族で実践
する。

□家事の手伝いを決め、責任をもたせて任せる。
□他の子と協力したり、助け合ったり、声をかけ合っ
たりしているかどうか、家庭で話題にする。

□子どもの疑問に対して、辞書などを活用するように
勧める。

□図書・辞書を利用する環
境を整える。

□読書活動を継続し、いろ
いろな表現に触れさせる。

□１日３度の食事をきちんと食べさせる。
□おやつを食べ過ぎないように注意する。
□家族の一員として手伝いをさ
せる。

□お互いにマナー（会話・食べ方
など）を守り、楽しく会食する。

□食卓の食べ物と、３つのグ
ループについて話題にする。

学校からの働きかけ家庭からの働きかけ

小学校４年生（１０歳）の目指す姿

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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７５ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

な
い
大
規
模
な
災
害
（
集
団
災
害
）
で
多

数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
場
合
の
消
防
機

関
、
医
療
機
関
、
役
場
、
赤
十
字
奉
仕
団

と
の
協
力
体
制
の
確
立
な
ど
、
各
団
体
の

運
用
技
術
の
習
得
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

訓
練
は
阿
久
比
町
内
で
社
員
送
迎
用
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
普
通
車
二
台
の
衝
突
事

故
が
発
生
し
、
多
数
の
負
傷
者
や
要
救
助

者
が
発
生
し
た
想
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
負
傷
者
数
、
負
傷
程
度
な
ど
の

情
報
は
訓
練
参
加
者
に
は
全
く
知
ら
さ
れ

ず
、
現
場
指
揮
本
部
の
指
揮
の
も
と
、
救

助
隊
は
負
傷
者
救
出
援
助
を
行
い
、
阿
久

比
町
医
師
会
医
師
は
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、

町
赤
十
字
奉
仕
団
は
応
急
救
護
所
で
の
手

当
て
、
救
急
隊
は
病
院
へ
の
搬
送
な
ど
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
協
力
を
し
た
半
田
常
滑
看
護
専
門

学
校
の
生
徒
た
ち
は
迫
真
の
演
技
で
傷
病

者
役
を
演
じ
、
緊
迫
感
に
満
ち
た
災
害
現

場
の
雰
囲
気
と
近
隣
市
町
の
消
防
防
災
関

係
者
が
多
数
見
学
す
る
中
、
参
加
者
は
大

切
な
命
を
一
人
で
も
多
く
助
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
真
剣
に
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
一
日
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

で
集
団
災
害
事
故
訓
練
（
知
多
中
部
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
主
催
）
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

通
常
の
緊
急
援
助
体
制
で
は
対
処
で
き

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


真剣に訓練に取り組む参加者

　大規模災害時には消防機関などの救助も遅れ、「歩行が困難」「周囲の状況がわからない」「隣近所に支
援してくれる人がいない」などの災害時要援護者は、地域で孤立してしまう恐れがあります。
　今年 7月に発生した新潟県中越沖地震をはじめ、全国を襲った地震・風水害時の、高齢者や障害者など
の被災状況を踏まえ、町では災害時要援護者登録制度準備委員会を発足し、災害時要援護者の支援体制の
検討を始め、要綱（案）をまとめました。
　この要綱（案）について皆さんからの意見を募集します。
○公表方法
　阿久比町災害時要援護者登録制度実施要綱（案）を町ホームページ（http://www.town.agui.lg.jp/
　ka/bosai/public_youengosha.html）に掲載および防災交通課窓口で閲覧できます。
○意見の募集期間
　１２月１日（土）～１２月３１日（月）
○意見の提出方法
　住所、氏名、意見を記入して、電子メール、ファックス、郵便（必着）または、直接役場防災交通課窓
口へ（様式は問いません）
○意見への取り扱い
　「阿久比町災害時要援護者登録制度」（案）作成の参考にさせていただきます。意見の概要と意見に対す
る町の考え方をまとめて公表します。個別には回答しませんのでご了承ください。公表の際には住所・氏
名などの個人情報は開示しません。
○提出先・問い合わせ先
　阿久比町総務部防災交通課　�（４８）１１１１（内）２０８
　電子メール　bosai@town.agui.lg.jp
　ファックス　（４８）０２２９
　〒４７０－２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越５０

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度阿久比町災害時要援護者登録制度
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククココココココココココココココココココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトパブリックコメント（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集））））））））））））））））））））））））））））））））（意見募集）
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〜
悪
い
の
は
運
転
者

　
　
　
　
　
　

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
悲
惨
さ
と

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
思
い
や
り
運
転
に
心
掛

け
る
。

・　

日
没
時
刻（
お
お
む
ね
午
後
四
時
半
）

の
三
十
分
前
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

○
家
庭
で
は

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
確
実
に
着
用
し
て
か
ら
出
発
す
る

習
慣
を
つ
け
る
。

・　

用
途
、
体
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
と
確
実
な
装
着
を
行
う
。

○
運
転
者
は

・　

自
席
（
助
手
席
）
は
も
と
よ
り
、
後

部
席
の
着
用
も
徹
底
す
る
。

・ 　

わ
ず
か
な
距
離
で
も
確
実
に
着
用
す

る
習
慣
を
つ
け
る
。

○
家
庭
・
地
域
で
は

一　

運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

二　

酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

三　

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

四　

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
０
８
）

【
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う
】

【　
　
　
　
　
　

】

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う

年
末
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

交
通
安
全
県
民
運
動 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１２
月
１
日
〜
１０
日 
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

　
　
　
　
　
　
　
１２
月
１
日
〜
１０
日 

�������	
��������

人　　　　　　数件　　　　　　数
区　　分

増　減１８　年１９　年増　減１８　年１９　年

　 ０＋－００　 ０＋－００死　　亡

＋ ３２５＋ ３２５重　　傷

＋ １２２８２２９　 ０＋－１７６１７６軽　　傷

＋ ４２３０２３４＋ ３１７８１８１合　　計

阿久比町交通事故発生状況阿久比町交通事故発生状況《平成１９年１月～１０月末》

（半田警察署調べ）

　

年
末
の
時
期
は
交
通
量
が
増
加
し
、
交

通
事
故
が
最
も
多
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
飲
酒
の
機
会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
の
増
加
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
一
年
を
通
じ
て
日
没
時
刻

が
最
も
早
く
、
毎
年
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜

間
に
か
け
て
特
に
高
齢
者
の
歩
行
中
や
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
合
う
項
目
を
重

点
と
し
た
運
動
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
展
開

し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
安
全
行
動
の
実
践

を
通
じ
て
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

責
任
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話

し
合
う
機
会
を
持
つ
。

・　

忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日

の
帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
く
。

○
運
転
者
は

・　

一
滴
で
も
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
ら
な

い
こ
と
や
深
酒
を
慎
む
こ
と
を
誓
う
。

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
の
送
迎
を
依
頼
す
る
。

〜
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
・
自
転
車

　

利
用
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
〜

○
家
庭
で
は

・　

高
齢
者
の
特
性
を
理
解
し
、
外
出
の

際
（
歩
行
、
自
転
車
、
自
動
車
運
転
）

に
は
、
交
通
安
全
の
声
掛
け
を
す
る
習

慣
を
つ
く
る
。

・　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
の
危

険
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
外
出
の
際

は
家
族
み
ん
な
で
目
立
つ
服
装
や
反
射

材
を
着
用
す
る
。

○
運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
乗
用
中
の
高

【
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

【
飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動
】
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ �������

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●園児がミカン狩りを楽しむ

１１月２０日、中部保育園の園児７６人が保育園から歩いて、
矢高地内のミカン畑へミカン狩りに出掛けました。
「今年はミカンの豊作の年で、味もおいしいので子ども

たちにぜひ食べてもらいたい」と桝内光治さん（矢口）が
園児たちをミカン狩りに招待しました。
園児たちは鈴なりのミカンを枝から手でもぎ取って、そ

の場でおいしそうにほおばっていました。収穫したミカン
は家族へのみやげとしてかばんに詰めて持ち帰りました。
楽しそうな子どもたちの声が畑いっぱいに広がっていま
した。

●消防団員実戦訓練を行う

１１月１１日、阿久比スポーツ村で阿久比町消防団が実戦訓
練を行いました。
町内５分団４０人が参加し、東海地震発生の想定のもと、
障害物からの人命救助や小型ポンプ操作などのタイムを
各分団で競いました。
日ごろの練習の成果を出すために各分団の消防団員は
真剣な表情で訓練に取り組んでいました。
結果は次のとおりです。
優勝　第３分団、準優勝　第４分団。

第３０回産業まつりが１１月１７日と１８日の２日間、
役場前駐車場で盛大に開催されました。
商工会や協賛企業、商店などの各種出店コー

ナーなどが並び、２日間で約１０,０００人が会場を訪
れました。
メイン会場では農の生け花展示や消費生活展な

どが開かれ、特設ステージでは大道芸人やダンス
のパフォーマンスなどが繰り広げられました。ま
た、ミカンのつかみ取りや花束の無料プレゼント
などもあり、どのコーナーにも多くの人が集まっ
ていました。

花束の無料プレゼント花束の無料プレゼント

大道芸人のパフォーマンス大道芸人のパフォーマンス

ミカンのつかみ取りをする子どもたちミカンのつかみ取りをする子どもたち

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
産業まつりに10,000人

ミカンを枝からもぎ取る園児たち 訓練を行う消防団員
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　町内の小学生、中学生を対象に実施された第１８回
読書感想画・文コンクールの表彰式が１１月３日、町
立図書館で開かれました。 
　今回のコンクールには感想画１,４９０点、感想文１,９４４
点の応募があり、審査の結果、金賞・銀賞・銅賞に
計１２６点の作品が選ばれました。 
　金賞を受賞した皆さんは下記のとおりです。（敬称略） 
□問い合わせ先　町立図書館　fl（４８）１１１１ 

書　　名学校・学年氏　名
リリアとトレイズ１　そして二人は旅行に行った東部小４年平山　実旺
ゆりかごは口の中　子育てをする魚たち草木小３年西山　涼輝
ハキちゃんの「はっぴょうします」南部小１年伊藤さやか
ぼくのしろくま南部小２年山田　将也
フェアリー・レルム５　魔法のかぎ南部小５年新海　志野
西の魔女が死んだ南部小６年家田　江梨
旭山動物園のつくり方阿久比中１年川西　陽子
グッドラック阿久比中２年榊原　真央
モスフラワーの森阿久比中３年新美麻衣子

書　　名学校・学年氏　名
ぼく、だんごむし東部小１年水野可意吏
カネト　炎のアイヌ魂東部小４年新美　　遥
ピトゥスの動物園草木小３年坂野　宏樹
おじいちゃんのごくらくごくらく南部小２年堀内　映里
平和の種をまく　ボスニアの少女エミナ南部小５年渡辺　朱音
いのちのおはなし南部小６年都築　駿介
リトルボーイ阿久比中１年勝田　　萌
一瞬の風になれ１・２・３阿久比中２年近藤　友美
おばあちゃんの記憶阿久比中３年竹内　琴音

�������	�������	 �������	�������	

表彰を受ける入選者

児童虐待のニュースが後を絶たず、児童虐待に対する社会の関心が高まっています。
家庭裁判所では児童虐待の問題に次のようにかかわっています。　　　　　　　　　

　保護者から虐待を受けている子どもの安全を図るため、保護者の意思に反して子どもを保護者から引き離
さなければならない場合があります。
　児童相談所では子どもを児童福祉施設に入所させたり、里親に委託するなどの措置の承認を家庭裁判所に
求めます（児童福祉法２８条事件）。
　家庭裁判所は申し立てを受け、子どもの健やかな成長にかなうかを基準に、措置を承認するかどうかを判
断します。
　保護者が親権を濫用して子どもを虐待しているような場合には、家庭裁判所は、関係者（親族など）の申
し立てにより親権を失わせ、子どものために後見人を選ぶことができます。
Ｑ　子どもを児童福祉施設に入所させるなどの措置を承認する手続きはどのように進められますか。
Ａ　家庭裁判所は保護者、子ども、子どもにかかわる人から話を聞いたり、必要な資料を集めたりして、児
童虐待があったのかなどを認定し、施設への入所などを認めることが子どもの健やかな成長や発達にかな
うのかどうかを判断します。
　　児童虐待は緊急性の高い問題ですので、速やかに手続きが行われるように努めます。
Ｑ　子どもにはどのような職員が対応するのですか。
Ａ　心理学や社会学、教育学、社会福祉学などの専門家である家庭裁判所調査官が対応します。家庭裁判所
調査官は、子どもの年齢などに合わせた方法で、心身の状態に十分配慮しながら事情を聴くなどしてきめ
細かい対応に心掛けます。

　児童福祉法２８条事件の動向と事件処理の実情は、裁判所ホームページ
　http://www.courts.go.jp/about/siryo/zihukuhou.html でご覧ください。
　□問い合わせ先　名古屋家庭裁判所事務局総務課庶務係　�０５２（２２３）０９９４

児童虐待と家庭裁判所 児童虐待と家庭裁判所 児童虐待と家庭裁判所 児童虐待と家庭裁判所 
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�◆
期
間　

十
二
月
二
十
七
日（
木
）

◆
時
間　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

　
　
　
　

②
午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
五
人

◆
内
容　

正
月
用
の
生
け
花
の
教
室
で
す
。

生
花
と
自
由
花
の
い
ず
れ
か
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
講
師　

大
棟
峯
子

◆
受
講
料
な
ど　

生
花
二
千
二
百
円
程
度
、

自
由
花
三
千
二
百
円
程
度

�◆
期
間　

一
月
七
日（
月
）

　
　
　
　

〜
三
月
十
七
日（
月
）

　
　
　
　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

正
月
用
生
け
花
教
室
①
②

手
工
芸
教
室
／
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

ビ
ー
ズ
で
指
輪
や
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

山
口
和
美

◆
受
講
料
な
ど　

五
千
二
百
円

�◆
期
間　

一
月
二
十
二
日（
火
）〜

　
　
　
　

三
月
四
日（
火
）全
六
回

◆
対
象　

一
般
（
託
児
つ
き
）

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
定
員　

十
五
人

◆
内
容　

自
分
で
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵

本
の
教
室
で
す
。
読
み
聞
か
せ

の
方
法
や
本
の
選
び
方
な
ど
も

学
習
で
き
ま
す
。

◆
講
師　

清
水
美
智
子

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

絵
本
を
作
ろ
う

平
成
１９
年
度
第
四
期 

　

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
今

回
は
そ
の
第
四
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

�◆
期
間　

一
月
三
十
日（
水
）

　
　
　
　

〜
三
月
五
日（
水
）全
六
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

筆
・
小
筆
・
鉛
筆
・
サ
イ
ン
ペ

ン
な
ど
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

書
き
方
を
学
習
し
ま
す
。

◆
講
師　

阿
部
喜
七

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

�◆
期
間　

一
月
十
六
日（
水
）〜

　
　
　
　

一
月
二
十
三
日（
水
）全
六
回

◆
時
間　

①
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
九
人

◆
内
容　

エ
ク
セ
ル
２
０
０
０
の
基
礎
講

座
で
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

�◆
期
間　

一
月
十
八
日（
金
）〜

　
　
　
　

二
月
二
十
九
日（
金
）全
五
回

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

お
と
な
の
書
道
教
室

パ

ソ

コ

ン

教

室

「
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
」
①
②

歴

史

講

座

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

百
人

◆
内
容　
「
知
多
半
島
に
お
け
る
人
と
モ

ノ
の
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
五
人

の
講
師
が
講
演
し
ま
す
。

◆
講
師　

福
岡
猛
志
ほ
か

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

�

�

�

�

���������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������
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□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期限　１２月１４日（金）まで
□申込方法　中央公民館本館事務室、電話（平日午前９時～午後５時）FAX・
メールで申し込んでください。（メールの場合は件名に「教室申込」と記入し
てください。
※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定します。　申し込
みが１０人未満の場合や講師の都合により変更などもありますのでご了承くだ
さい。
□問い合わせ先
　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　FAX（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp
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　９月１４日から１１月２２日までの９回にわたり、歴史講
座「郷土、阿久比を紐解こう」を開催しました。
　前半の阿久比地名考では、阿久比郷土学習同好会員
が講師を務め、各地区に古くから残る小字名の由来を
学習しました。
　後半では江戸時代の天保１２（１８４１）年に描かれた阿
久比十六カ村の村絵図を広げ、各地区に残る昔話伝承
などを参加者同士で語り合いました。

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比ををををををををををををををををををををを紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐紐解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解こここここここここここここここここここここううううううううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジスススススススススススススススススススススクククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

日時　１１月８日・１１月１６日
場所　東海市立平洲記念館ほか
　今年度のシニアチャレンジスクールは「再発見・知
多半島」をテーマに知多半島の北・中部を中心に歴
史・自然・文化を体験しました。
　施設職員やボランティアガイドの説明を受けながら
参加者は「近くにこんな場所があったことは知らな
かった」。「今度は孫と行ってみよう」などと感想を話
していました。皆さん知多半島の再発見ができたよう
です。

　阿久比の歴史・文化をより多くの人に語り継ぐ「ふるさとガイドボランティア」養成講座を実施します。ふるさと
ガイドボランティアの意義、阿久比の歴史・文化の学習、先進地（刈谷市）の見学会、コースに出てガイドの体験実
習など全 7回の講座で基礎知識の習得を図ります。
（平成１９年度は阿久比町ふれあいマップ「史跡めぐりコース」にそって学習します。）
□　対象　　町内在住、在勤の方
　　　　　　（阿久比の歴史・文化に興味のある方で、なるべく全日程で受講できる方）
□　定員　　３０人（定員を超える場合は抽選とします。）
□　受講料　無料。ただし、傷害保険など実費負担があります。
□　日程・内容

ふるさとガイドボランティア養成講座（全７回）

※　時間は午後１時３０分～午後４時を予定しています。
※　上記の日程は都合により変更することがあります。
□　申込期限　１２月２０日（木）
□　申し込み・問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

内　　容講　　師場　　所期　日回

事例発表　「ガイドボランティアの意義・楽しさ」刈谷ふるさとガイドボランティア会員ほか中央公民館本館３０１１月３１日（木）１

座学１　「史跡めぐりコース」について町文化財調査委員、社会教育課職員中央公民館本館３０１２月７日（木）２

フィールド学習１　「史跡めぐりコース」を歩く町文化財調査委員、社会教育課職員ふれあいマップ史跡めぐりコース２月１４日（木）３

先進地見学　「刈谷ふるさとガイドボランティアに学ぶ」刈谷ふるさとガイドボランティア会員刈谷市歴史の小径「城下町コース」２月２１日（木）４

座学２　「史跡めぐりコース」について町文化財調査委員、社会教育課職員中央公民館本館３０１２月２８日（木）５

フィールド学習２　「史跡めぐりコース」を歩く町文化財調査委員、社会教育課職員ふれあいマップ史跡めぐりコース３月６日（木）６

まとめ　「ガイド体験」町文化財調査委員、社会教育課職員ふれあいマップ史跡めぐりコース３月１３日（木）７
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草
木
金
沢
線
を
西
に
進
み
、
少
し
歩
い

て
右
側
の
農
道
に
入
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
コ
ス
モ
ス
が
咲
く
。

「
小
学
校
四
年
生
の
国
語
の
テ
ス
ト
で

『
コ
ス
モ
ス
は
春
夏
秋
冬
の
ど
の
季
節
に

咲
く
花
で
す
か
』
と
い
う
問
題
に
『
春
』

と
答
え
、
不
正
解
だ
っ
た
と
き
か
ら
、
コ

ス
モ
ス
は
『
秋
』
に
咲
く
花
で
あ
る
こ
と

を
覚
え
た
よ
」
と
友
人
に
話
し
た
ら
、「
人

間
は
間
違
え
を
し
て
、
一
歩
ず
つ
物
事
を

覚
え
て
い
く
も
の
な
ん
で
す
ね
。
し
か
し

な
ぜ
�
秋
桜
�
と
書
い
て
コ
ス
モ
ス
と
読

む
の
で
し
ょ
う
ね
」。「
・
・
・
・
？
」。
二

人
で
首
を
か
し
げ
る
。

少
し
坂
が
き
つ
く
な
る
。
ふ
れ
あ
い
ハ

イ
ク
参
加
者
の
口
数
が
少
な
く
な
る
。
ハ

ウ
ス
が
連
な
る
第
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

の
「
オ
ア
シ
ス
・
マ
ム
阿
久
比
菊
団
地
」

が
見
え
て
き
た
。

風
を
通
す
た
め
に
開
け
ら
れ
た
ハ
ウ
ス

の
窓
か
ら
緑
色
の
菊
の
茎
が
見
え
る
。
こ

こ
で
育
て
ら
れ
て
い
る
菊
は
、
電
気
の
明

か
り
で
日
照
時
間
を
調
節
す
る
こ
と
か
ら

「
電
照
菊
」
と
呼
ば
れ
、
ハ
ウ
ス
は
夕
方

に
な
る
と
一
斉
に
電
灯
が
と
も
る
。
日
照

時
間
を
短
く
す
る
と
花
芽
が
付
き
、
つ
ぼ

み
が
ふ
く
ら
み
開
花
す
る
の
で
、
人
工
的

に
日
照
時
間
を
長
く
し
て
開
花
時
期
を
遅

ら
せ
る
と
の
こ
と
。
菊
を
作
る
人
た
ち
に

は
、
こ
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
と
て
も
忙

し
い
時
期
だ
ろ
う
。

高
台
か
ら
東
の
方
に
三
河
の
山
、
西
の

方
に
鈴
鹿
の
山
が
見
え
る
。
緩
や
か
な
坂

を
下
り
、
し
ば
ら
く
歩
く
と
西
尾
知
多
線

に
ぶ
つ
か
り
、
道
な
り
に
進
む
と
第
三

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
多
賀
神
社
」
に

到
着
。

多
賀
神
社
に
は
、 
近  
江  
国  
多  
賀 

お
う 
み
の 
く
に 
た 

が 
大 だい 
明 

み
ょ
う 

神 じん

が
草
木
地
区
に
現
れ
た
と
き
に
、
神
殿
を

再
築
し
た
い
わ
れ
が
残
る
。�
寿
命
の
神

様
�
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

友
人
が
大
き
な
声
で
「
知
多
半
島
の
人

た
ち
が
厄
払
い
に
出
掛
け
る
滋
賀
県
の
多

賀
神
社
と
同
じ
流
れ
を
く
む
神
社
ら
し
い

で
す
よ
。
今
年 
前  
厄 
で
、
来
年

ま
え 
や
く

 
厄  
年 
で
す

や
く 
ど
し

よ
ね
」
と
話
し
掛
け
て
く
る
。
周
り
の
人

に
年
が
分
か
る
と
は
ず
か
し
い
年
ご
ろ
な

の
で
「
う
、
う
ん
・
・
・
」
と
返
事
を
ご

ま
か
す
。（
神
社
の
話
は
友
人
に
聞
く
前
か

ら
知
っ
て
い
た
の
で
、
着
い
た
ら
す
ぐ
に

こ
っ
そ
り
と
、
お
参
り
だ
け
は
済
ま
し
て

い
た
私
で
あ
る
。）

ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
わ
ず
か
に
な
る
。
草

木
グ
ラ
ン
ド
が
見
え
る
。
今
日
は
多
く
の

方
と
会
話
が
楽
し
め
た
。
心
地
い
い
汗
も

か
け
た
。
最
後
に
「
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク
」

ス
タ
ッ
フ
か
ら
�
完
歩
証
�
の
ス
タ
ン
プ

を
押
し
て
も
ら
う
。
い
つ
も
と
違
う
「
ぶ

ら
り
旅
」
が
で
き
た
。

③ 

① 

② 

正
盛
院 

草木小学校 

草
木
金
沢
線
 文 

花
か
つ
み
園 

平
井
林
池 

草
木
保
育
園 

八
幡
神
社 

多
賀
神
社 

牛作池 

草木池 

下
芳
池 

!
デ
ン
ソ
ー 

阿
久
比
製
作
所 

秋
葉
神
社 

草
木
蓮
池
配
水
場 

オアシス・マム 
阿久比菊団地 

草木 
グランド 

愛知用水幹線水路 

草
木
川 

スタート 
　・ゴール 

草
木
公
民
館 

西
尾
知
多
線 

ごんげん山コース

沿道にはきれいな花

ゴールを目指す「ふれあいハイク」参加者
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平
成
二
十
年
度
・
二
十
一
年
度
の
町
が

発
注
す
る
①
建
設
工
事
②
設
計
・
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
③
物
品
・
そ
の

他
委
託
の
契
約
に
関
す
る
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
入
札
参

加
資
格
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

資
格
審
査
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

役
場
で
実
施
し
て
い
た
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
な
ど
の
提
出
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
資
格
審
査
に
変
わ
り

ま
す
。

　

資
格
審
査
は
「
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同

シ
ス
テ
ム
」
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
愛
知

県
と
県
内
市
町
村
（
一
部
を
除
く
）
な
ど

阿
久
比
町
以
外
の
自
治
体
へ
も
一
度
の
操

作
で
資
格
審
査
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※　

紙
申
請
で
の
入
札
参
加
資
格
審
査
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間

　

平
成
二
十
年
一
月
四
日
〜
二
月
十
五
日

　

平
日
（
日
曜
・
土
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
八
時
〜
午
後
八
時

入
札
参
加
資
格
申
請
方
法

　

参
加
希
望
す
る
部
門
で
申
請
方
法
が
異

な
り
ま
す
。
該
当
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
て
、
画
面
上
の
申
請
フ
ォ
ー

ム
に
必
要
事
項
の
入
力
を
行
い
、
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
管
財
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
０
）

　

〒
４
７
０
―
２
２
９
２　

阿
久
比
町
大

字
卯
坂
字
殿
越　
５０

※　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
阿
久
比
町
入

札
参
加
資
格
申
請
要
領
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
資
格
申
請
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

OSがサポートしているPC／ AT互換機本体

パ
ソ
コ
ン

２５６MB以上（推奨）メモリ
１ドライブに空き容量が５００ＭＢ以上
（推奨）

ハードディスク
空き容量

CD-ROMドライブ×１（必須）ドライブ
ICカードリーダーの接続用として
USBポート又はシリアルポートの空
きがあること（必須）

インターフェー
ス

１０２４×７６８ドット（XGA）以上 ( 必須）画像解像度
Windows ２０００ ProfessionaI、 
Windows XP（ProfessionaI/Home
 Edition）（推奨）（日本語版必須）

対応OSソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

Internet Explorer６以降ブラウザ
ICカードを電子入札システムで利用
するために必要なソフトウェアで各
認証局から提供されます。（必須）

入札専用ソフト

ADSL等の常時接続サービス（推奨） 
専用線接続（社内LAN含む）では１２８
Kbps 以上（推奨）

回線

I
C
カ
ー
ド

HTTP、HTTPS（SSL）、SMTP、LDAP
の全通信プロトルコが通過可能である
こと（必須） 
社内 LAN利用の場合は、社内ファイ
アウォールが上記プロトルコを通過で
きること（必須）

インターネット

「電子入札コアシステム」対応認証局
発行の ICカードと ICカードリーダー
（電子入札で使用するパソコンに接
続）

ICカード

※　対応OSについて、Windows Vista は対応していませ
んので、注意してください。

※　③物品・その他委託の契約に関する入札参加資格審査
については、申請に ICカードと ICカードリーダーは必
要ありません。

入札参加資格申請に必要な環境

○
別
送
書
類
に
つ
い
て

　

納
税
証
明
書
（
国
税
･
県
税
）

を
総
務
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

○
別
送
書
類
に
つ
い
て

　

納
税
証
明
書
（
国
税
･
県
税
）

を
総
務
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

○
別
送
書
類
に
つ
い
て

　

法
人
は
、
履
歴
事
項
全
部
証
明

書
、
個
人
は
、
代
表
者
の
身
元
証

明
書
、
代
表
者
の
登
記
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
の
証
明
書
、
別
送
書
類

送
付
書
、
納
税
証
明
書
（
国
税
・

県
税
）
を
共
通
審
査
自
治
体
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

法
人
は
、
登
記
事
項
証
明
書
、

個
人
は
、
代
表
者
の
身
元
証
明
書
、

代
表
者
の
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
の
証
明
書
を
代
表
審
査
自
治
体

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

あいち電子調達共同システム（CALS/EC）ポータルサイト
「https://www.chotatsu.e-aichi.jp/portal/index.html」

あいち電子調達共同システム（CALS/EC）ポータルサイト
「https://www.chotatsu.e-aichi.jp/portal/index.html」

あいち電子調達共同システム (物品等 )ポータルサイト
「http://www.buppin.e-aichi.jp/index.html」

③
物
品
・
そ
の
他
委
託
へ
の
申
請

②
設
計
・
測
量
・
建
設
コ
ン

サ

ル

タ

ン

ト

等

へ

の

申

請

①

建

設

工

事

へ

の

申

請

・阿久比町HP「http://www.town.agui.lg.jp/ka/somu/kanzai/dennyu.htm」
・あいち電子自治体推進協議会HP「http://www.e-aichi.jp/」

ここをクリック�ここをクリック�

ここをクリック

�

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
普
通
救
命
講
習
と

上
級
救
命
講
習
を
開
講
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
行
い
ま
す
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員　

平
成
二
十
年
一

月
十
二
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜
午
後

四
時
半

　

武
豊
町
中
央
公
民
館
（
定
員
二
十
人
、

先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

武
豊
支
署　

�（
７
３
）０
１
１
９

上
級
救
命
講
習

　

上
級
救
命
講
習
は
従
来
の
救
命
講
習
に

加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子
固
定
、
熱
傷
の

手
当
て
、
搬
送
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員　

平
成
二
十
年
一

月
十
九
日（
土
）　

午
前
九
時
〜
午
後
六

時
（
途
中
一
時
間
休
憩
）

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
、
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど　

平
成
二
十
年
一
月
二
十

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

	

日（
日
）甲
種
・
乙
種
第
４
類
・
丙
種

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間　

十
二
月
三
日（
月
）〜
十
二

月
十
一
日（
火
）

□
試
験
手
数
料　

甲
種
五
千
円
、
乙
種
三

千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百
円

※　

手
数
料
は
受
験
願
書
に
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課
�（
２
１
）１
４
９
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時　

平
成
二
十
年
一
月
八
日

（
火
）午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

武
豊
町
立
中
央
公
民
館

□
講
習
内
容

　

乙
種
第
４
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
限

　

平
成
二
十
年
一
月
七
日（
月
）ま
で

□
講
習
費
な
ど　

受
講
料
四
千
円
、
テ
キ

ス
ト
代
二
千
八
百
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�□
講
習
日　

平
成
二
十
年
二
月
五
日（
火
）

〜
八
日（
金
）

□
講
習
会
場

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

□
対　

象　

危
険
物
製
造
所
な
ど
で
取
り

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
免
状
交
付

者
。（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別

　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業
所
、
一
般

□
申
し
込
み　

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日

（
金
）か
ら
一
月
十
七
日（
木
）ま
で
に
愛

知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

※　

愛
知
県
収
入
印
紙
を
購
入
し
、
申
請

書
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

慢
性
的
な
病
気
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の

心
と
体
が
健
康
的
に
成
長
・
発
達
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
族
や
周
囲
の
方
が
子
ど

も
た
ち
の
理
解
を
深
め
、
不
安
を
解
消
し
、

年
齢
に
応
じ
て
接
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

保
健
所
で
は
、
慢
性
の
病
気
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
方
を
対
象
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
二
月
十
八
日（
火
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　
　

　

半
田
保
健
所
四
階
大
会
議
室

□
内　

容

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


・
講
演
「
慢
性
の
病
気
を
か
か
え
た
子
ど

も
の
成
長
発
達
段
階
に
応
じ
た
援
助　

〜
内
科
的
疾
患
を
も
つ
小
中
学
生
を
中

心
に
〜
」

・
体
験
談
「
親
の
立
場
か
ら
」

□
講　

師　
　

・
豊
橋
市
民
病
院　

　

小
児
科
部
長　
 
小  
山  
典  
久 
さ
ん

こ 
や
ま 
の
り 
ひ
さ

・
腎
臓
疾
患
の
子
ど
も
の
会　

　

キ
ド
ニ
ー
ク
ラ
ブ
代
表　
 
渡  
辺  
千  
世  
子 
さ
ん

わ
た 
な
べ 
ち 

よ 

こ

□
申
し
込
み
期
限

　

十
二
月
十
四
日（
金
）ま
で

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
保
健
所
地
域
保
健
課

　

�
０
５
６
９（
２
１
）３
３
４
１

知
多
信
用
金
庫　

様

　

阿
久
比
町
へ
「
地
域
の
振
興
と
教
育
の

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
現
金
二
百

万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目録を町長に手渡す知多信用金庫　榊原治男常務理事

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
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Information

�
　

経
済
産
業
省
で
は
、
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
活
動
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

小
中
学
校
の
教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
よ

り
秘
密
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
０
４
）

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エA

n
d
an
te

（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で
開
催

し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
木
の
実
で
遊
ぼ
う
」
で
す
。

ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
て
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

絵
を
描
き
た
い
方
も
募
集
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
二
月
十
五
日（
土
）午
前
十

時
〜
正
午

□
場　

所　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
元
浜
事
業
所
（
東
海
市
元
浜
町
十

番
地
）

□
対
象
者

　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

十
二
月
四
日（
火
）〜
十
三

日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
緒
川
事

業
所　

�
０
５
６
２（
３
１
）７
１
７
８

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
　

愛
知
県
で
は
、
若
者
の
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、
愛
知
労
働
局
な
ど
と
の
連
携
の

下
に
、「
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ
い
ち
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
関
す
る
各
種
情
報
提
供
、
職
業

適
性
診
断
、
キ
ャ
リ
ヤ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、
家
族
相
談

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
就
職
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
者　

学
生
を
含
む
三
十
五
歳
未
満

　

の
求
職
者
お
よ
び
そ
の
家
族

□
日　

時　

午
前
九
時
半
〜
午
後
六
時　

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

□
場　

所　

名
古
屋
市
中
区
栄
４
―
１
―
１

　

中
日
ビ
ル
十
二
階

□
問
い
合
わ
せ
先

　

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ
い
ち

　

�
０
５
２
（
２
６
４
）
０
６
６
５

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/yja/
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□日　時 
　１２月２日（日） 
　午後１時～ 
　　午後１時２０分　受け付け 
　午後１時３０分～ 
　　午後３時３０分　実技 
□場　所 
　草木小学校体育館 
　※　体育館シューズを用意 
　　してください。 
□対　象 
　年齢不問どなたでも 

―
ス
タ
ッ
フ
・
指
導
者
も
募
集
― 

　
阿
久
比
町
で
は
地
域
の
方
が
参
加
・
活
動
・
運
営
し
や
す
い
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
は
ど
ん
な
も
の
か
皆
さ
ん
参
加
し
て
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。 

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
村
fl（
４
９
）２
５
０
０ 

主
催
／
阿
久
比
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
阿
久
比
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会 

主
管
／
阿
久
比
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会 

　ダンスのような、格闘技のよ 
うな不思議な魅力を持ったブラ 
ジル生まれのスポーツです。 
□日　時　１２月９日（日） 
　午後１時～ 
　　午後１時２０分　受け付け 
　午後１時３０分～ 
　　午後３時３０分　実技 
□場　所　草木小学校体育館 
　※　体育館シューズを用意 
　　してください。 
□対　象　年齢不問どなたでも 

□日　時 
　１２月１６日（日） 
　午前９時～ 
　　午前９時２０分　受け付け 
　午前９時３０分～ 
　　午前１１時３０分　実技 
□場　所 
　草木小学校運動場 
□対　象 
　年齢不問どなたでも 

　

月
定
例
議
会
を
開
催
し
ま
す

１２
　

平
成
十
九
年
阿
久
比
町
議
会
第
四
回

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

十
二
月
六
日（
木
）午
前
十
時
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
４
１
）
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い
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阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，２９３　　（　２０）

人　口　２５，０２１人（　１５）

　男　　１２，３９２人（　２）

　女　　１２，６２９人（　１３）

（　　）は前月との増減数

１０月中の異動

　出生　１８　転入　８９　

　死亡　１３　転出　７９

平成１９年１１月１日現在

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

○日　時　　平成２０年１月５日（土） 
　　　Ⅰ部受付　午前８時４５分から 
　　　Ⅱ部受付　午前１０時５分から 
　　　Ⅲ部受付　午前１１時１０分から 
○会　場　　ふれあいの森体育室 
○参加対象者 
　　町内在住在勤を問わず、どなたで
　も参加できます。 

○参加費　　無料 
○申し込み・問い合わせ先 
　社会教育課　fl（４８）１１１１（内２６２） 
　※　要項を町内全戸に配布します。
　　要項に印刷してある参加申込書
　　で申し込みください。 


